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システム概要

（シカイ）は、視覚障がい者の方の駅構内などでの移動を支援する音声ナビゲーションシステムです。

の アプリを起動

点字ブロックに を向けながら移動す

ることで、点状ブロック上の コードを自

動で読込み

目的地候補（出口、改札、トイレ等）が表

示されるので、その中から目的地を選択

音声ガイドが開始。音声ガイドに従い、目

的地まで点字ブロックに沿って移動

❶
❷
❸
❹

※ アプリケーションは 向けに作られています。

（画面読み上げ機能）の使い勝手が良いことから、視覚障がいを持たれている方には ユーザーが多いという現状を考慮したものです。

※ は の登録商標です。

※ コードは株デンソーウェーブの登録商標です。

音声で

道案内、駅構内情報を伝達
使用方法



開発の歩み

（シカイ）は、実証実験を通じてこれまでに累計 人以上の視覚障がい者からフィードバックを獲得しています。

採択

第 回実証実験（東京メトロ総合研修訓練センター）

第 回実証実験（東京メトロ総合研修訓練センター）

第 回実証実験（東京メトロ総合研修訓練センター）

第 回実証実験（東京メトロ総合研修訓練センター）

第 回実証実験（東京メトロ総合研修訓練センター）

第 回実証実験（東京メトロ総合研修訓練センター）

東京メトロ辰巳駅での実証実験

東京メトロ辰巳駅および新木場駅での最終検証

西日本新神戸駅での実証実験

東京メトロ５駅が アプリ対応（ に公開）

東京メトロ アプリ対応駅が 駅に拡大

豊島区役所〜東池袋駅間が アプリ対応（自治体初の導入）

豊島区中央図書館（ひかり文庫）〜東池袋駅間が アプリ対応

西武池袋線東長崎駅での実証実験

西日本大阪駅での実証実験https://www.youtube.com/watch?v=CzTi7bbRmnE



実験の概要

（シカイ）の実験の概要は以下のようなものです。

実験の目的
・そもそも目的地まで移動出来るか？
・安全に移動出来ているか？

実験の方法
視覚障害者の方がshikAIを使用して独力でスタート地点から目的地まで移動

確認の方法
・実験中の被験者の観察（撮影も実施）
・アプリのログの確認・解釈
・アンケートの実施
−移動が可能であったか？
−役に立つか？
−実験中線路がどちら側か認識出来ていたか？（実験の移動中に確認）
−危険があると思うか？

実験の実施場所のパラメーター
・ホームドアの有無
・混雑の有無
・巨大な駅か普通サイズの駅か
・エレベータ／エスカレータの有無

実験参加者
・全盲の方とロービジョンの方



メディア紹介

（シカイ）の取り組みは、各種メディアを通じて多くの方々より関心・ご期待をいただいております。

「堀内潤モーニング 」「クローズアップ現代」

年 月 日放送映像引用

プレスリリース メディア紹介

その他、多数の新聞・ 番組より取材実績あり



コード貼り付けイメージ

コードはシールタイプのため、既存の点状ブロックに貼り付けるだけで環境を構築することができます。

コード貼り付けパターン

コードシールは、点状ブロックに、上の写真のような形で貼り付け可能

点状ブロックがＪＩＳ規格以前に敷設されたものの場合、点状ブロックの中には貼れないため、周辺に貼り付け



コード

貼り付けポリシー

駅構内の コード貼り付けイメージ

コードは駅構内全域の点状ブロックに貼り付けることで、使用者を幅広くガイドします。

標準的な駅（電車の乗入れが１路線）の場合、１駅あたり

箇所、 枚程度の コードを貼ることで、駅構内全

域をサポート

コードは分岐点や階段の手前などの点状ブロックにの

み貼り付け

プラットホーム入口

駅出口

全ての コードから、そこを起点とした経路検索が行

え、使用者を目的地へ向けてガイドします



音声ガイド

使用者が移動中に手元の が コードを読み込むと、各地点から目的地までの最適なルートが音声ガイドされます。

音声ガイドは、目的地と使用者の現在地に基づき

自動生成されます。

進むべき方向、距離

プラットホームの端、階段、改札などのランド

マーク情報を提供
聞き逃した場合でも、スマホを振るだけでリピ

ート再生

音声ガイド内容



音声ガイド例

前方に上り階段です。３３段登りま
す。途中踊り場が１つあります。

プラットホーム入口

駅出口

目的地までのルートと コード 音声ガイド

直進３メートル

直進５メートル。２階へ移動しました 右３メートル。その先、改札

右２メートル 改札です。直進１メートル

直進４メートル 直進２メートル

左２メートル 直進２メートル

右３メートル 直進２メートル

直進２メートル 右３メートル。

直進２メートル 右２メートル。

直進３メートル 目的地に到着しました。前方に出口

があります

例）ある駅のプラットホームから駅出口までガイドする場合、 箇所の コードを通過するルートでの音声ガイド。



のアプリは、シンプルな で簡単操作。使用者が操作に迷うことなく使用することができます。

ガイド開始までのアプリ画面遷移

メニュー ナビゲーション 目的地選択

コード読込み

ナビゲーション画面中

カメラで自動検知

音声ガイド

スタート



アプリは、使用者よって異なる視力レベルに応じた各種環境設定をすることができます。

アプリ環境設定

使用者に最適な環境設定が可能

全盲の方は （画面読み上げ機能）を使い操作。文字情報を聞き取りやすいように

読み上げ速度なども調整可能

ロービジョンの方は文字サイズの変更を行い、読みやすく調整可能

※ （画面読み上げ機能）は、 に標準装備されているアクセシビリティ機能です



は、既に多くの視覚障がい者の方々に日々ご利用いただいており、今後も対応エリアを順次拡大して行きます。

対応駅・施設

千代田線
明治神宮前（原宿）駅

銀座線
外苑前駅

副都心線
明治神宮前（原宿）駅、

北参道駅、西早稲田駅

有楽町線
新木場駅、辰巳駅、東池袋駅

護国寺駅、豊洲駅

東京メトロ各線

鉄道 施設

相互接続

東池袋駅 中央図書館

豊島区役所



は、以下のようなステップを経て、駅などに導入されます。

の導入プロセス

導入プロセス

現地調査

（計測・ランドマーク確認）

点字ブロックデジタル地図

（デジタイズマップ作成）

ＱＲコードシール印刷 現地システムテスト

（音声ガイドチェック）

へのデジタイズマップ

アップロード

ＱＲコードシール貼付け




